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　十数年前、沿岸海洋管理の専門家であるマイケル・クロスビー博士が沖縄での講演

で、沿岸生態系の管理のためには管理者や政策立案者が研究者と一緒に管理のための

科学的なプロジェクトや活動について話し合わなければならないということ、そして、

科学的・技術的情報を科学者でない管理者や政策立案者や一般の人々に解釈して伝達

する人たち（トランスレーター）の存在が大切であることを述べられています。保全

のためには、関係者が共通の認識をもつための解説や教育啓発活動が重要であり、そ

うして築かれた科学的な共通認識を基にして方針の決定がなされるべきであるという

ことでしょう。今号に寄せられた清水麻記さんらの活動は、まさにそのトランスレー

ションの一例でしょうし、さんご礁の保全に取り組んでいる私たちに求められている

役割の一つだと思います。そして、大森　信所長の記事にある「ノーテイク保護区」

は、こうした仕組みを使って到達するべき保全の形の提案だと思います。今号にもさ

まざまな科学分野の記事を掲載することができました。これらの情報を活用した保全

の道をこれからも考えて行きたいと思います。

　植え付けたサンゴが何者かにかじられて

困るという話を以前「みどりいし」に書い

た（岩尾 2010）。その後、犯人探しの調査

を行っている。2011年にはデジタルカメラ

のインターバル撮影機能を使って、植え付

け直後のサンゴを30秒毎に6日間にわたって

撮影した。写真は、まさにサンゴがかじら

れている瞬間だ。この時の犯人は、ハクセ

イハギ Cantherhines d u m e r i l i iだった。
この魚がサンゴをかじることはこれまでに

ハワイや沖ノ鳥島からも報告があり、今

回、阿嘉島でもその様子を何度も記録でき

た。その後観察したところでは、特に手酷

くやられたのは植え付け直後のサンゴや台

風などで壊されたサンゴだった。ストレス

を受けたサンゴからは、この魚を誘うにお

いでも出ているのだろうか。それを確かめ

る実験はこれからだ。

[文献：岩尾研二 (2010) サンゴをかじる魚. 

みどりいし (21) : 34-37]

サンゴをかじった魚
Fish that gnawed corals

撮　影：岩尾研二
撮影日：2011年12月21日
場　所：マジャノハマ
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